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ぶん か いた ず

佐渡の多様な文化や歴史は、人々の日常の営みの中で育まれてきました。この豊かで貴重な
財産を、次の世代へ残していくために活動している佐渡文化財団は設立から間もなく６年目を
迎えます。
当財団は、佐渡の豊かな文化を守り、未来へ引き継ぐとともに、文化資源の活用を通じ、活

き活きとした地域住民の暮らしの実現に寄与することを目的としています。この目的を達成す
るため、「伝統文化の継承活動の奨励及び支援」や「文化行事の開催その他市民が文化に触れ
る機会の充実に関する事業」などを展開しています。
令和４年度の主な活動を紹介します。

・設立年月日：２０１８（平成３０）年７月２日
・事務所：佐渡市役所畑野行政サービスセンター内佐渡市畑野甲533番地
・組 織：評議員６名、理事５名、監事２名、職員４名
・令和４年度実績：定時評議員会１回開催、定時理事会３回開催

島に残る文化・芸能を、次の世代へ継承するために ～

文化団体、芸能保存会の実態調査と上演の場の創出

コロナ禍が落ち着きを見せる中、佐渡の芸能団体や保存会が活躍できる上演の場を創出しまし
た。
島内では、「第５回佐渡民謡の祝祭」について、佐渡民謡活性化実行委員会と共催し７月に開

催しました。また、佐渡人形芝居保存会が主催して開催した７月と11月の定期公演を支援しまし
た。その他、首都圏での芸能イベントに佐渡の団体を派遣し、多くの人たちに佐渡の芸能を堪能
していただきました。
佐渡の保存会、文化団体の実態を把握するための調査も実施しています。

▲第５回佐渡民謡の祝祭 ▲定期公演、高千中学校 ▲野浦双葉座、人形芝居

▲上野駅にて、岩首余興部の鬼太鼓 ▲豊島区での文化交流事業 ▲東京ドームにて、佐渡民謡披露



令和４年度の主な実績

■第５回佐渡民謡の祝祭（共催）
日時： 7月3日(日) 会場：アミューズメント佐渡 出演団体 19団体 入場者 約800名

■佐渡人形保存会定期公演の支援
○上期 日時： 7月17日(日) 会場：マリンプラザ小木 出演団体 3団体（大和座、常盤

座、大崎座） 入場者45名、オンライン参加3名
○下期 日時：11月21日(日) 会場：佐渡島開発総合センター 出演団体 5団体（親子人形

芝居教室の子どもたち、高千中学校、野浦双葉座、新青座、真明座）
入場者100名、オンライン参加4名

■上野駅イベント
日時：10月13日(木)～16日(日) 会場：上野駅構内 出演団体：若波会、佐渡こがね会、
鼓志の会、岩首余興部

■豊島区文化交流
日時：11月5日(土)・6日(日) 会場：東京都豊島区イケサンパーク、朋有小学校ほか
出演団体：佐渡芸能団

■ふるさと祭り東京2023
日時：1月19日(木) 会場：東京ドーム 出演団体：佐渡民謡育成会

■集落内の芸能現状実態把握調査 1月～3月 ※令和５年度継続

令和４年度の主な実績

■学校等への講師派遣数：9件（市内小・中・高校）学校等への講師派遣：5件（市内小・中）
■学校等への和楽器貸出数：8件/延べ104台 その他、事業での活用、レンタルも実施
■工芸（わら細工）ワークショップ：6件
（以下、令和４年度新潟県文化資源活用支援事業補助金 採択事業）
■佐渡産茅活用プロジェクト第１回ワークショップ 日時：10月4日(火) 会場：伝統文化
と環境福祉の専門学校 参加者：39名

■茅刈り講習ワークショップ 日時：11月26日(土) 会場：椿茅場 参加者：10名

子どもや市民が、文化に触れる機会を提供

当財団では、子どもたちや市民に佐渡の文化・芸能等を触れる機会を提供したいと、市内
で活躍されている講師の方々を学校へ派遣したり、財団職員が導入授業などで講師を務めた
りして普及活動に努めています。また、和楽器等の貸出も併せて行っています。
工芸（わら細工）のワークショップを開催して、佐渡に伝わるしめ縄をはじめ、クリスマ

スに飾れるリースを楽しみながら作る場を提供しています。
令和４年度は、「新潟県文化資源活用支援事業補助金」の採択事業として「佐渡産茅活用

プロジェクト」の中で、関係者が一堂に会して意見交換を行ったワークショップや椿茅場で
茅刈り講習を行いました。関係者が佐渡産の茅をどのようにしたら持続可能的に活用してい
けるのか考える貴重な機会となりました。

▲小学校でのわら細工体験 ▲高校での民謡授業 ▲茅刈り講習ワークショップ



佐渡には、日々の暮らしの中で活用されてきた民芸品やおけさ笠などの芸能の道具が残ってい
ます。これらの民芸品等に関する商品を当財団では窓口や通信販売で扱っています。
また、伝統芸能をまとめた芸能BOOKや佐渡の手仕事と技術伝承者を紹介した

冊子なども扱っています。興味・関心がある方は、ぜひ、お求めください。

担い手育成 親子で佐渡の人形芝居を学ぶ取組

島の文化を体感できるアイテムを販売

取り扱っている主な商品

・佐渡の手仕事(冊子) ・縄綯いリース
・佐渡島伝統芸能BOOK(冊子) ・鍋しき(わら細工)
・おけさ笠 ・七五三縄
・縄綯いキット ・ぬりえ紙芝居

10月8日(土)から「佐渡人形芝居親子教室」を開催して、親子
が佐渡の人形芝居に触れる場を設けました。
文化庁の「伝統文化親子教室事業」の採択を受け実施したこ

の教室は、市内の小中学生と保護者を対象に文弥人形座の「常
盤座」の皆さんが講師となって国の重要無形民俗文化財に指定
されている「佐渡の人形芝居」の人形の扱い方から上演に至る
までの稽古を行いました。
参加した子どもたちは、仲良く人形芝居を学び上達も早く

毎週の教室を楽しみにしているようでした。
稽古の成果を披露する２回の発表会においては、堂々と

演じて来場者から大きな拍手が贈られていました。

▼佐渡人形芝居保存会定期公演での発表

▲▼講師の指導を真剣に受ける親子

佐渡文化財団だより
■佐渡市文化振興ビジョンアクションプラン検討懇談会

佐渡市教育委員会では、「佐渡市文化振興ビジョン」を着実に
推進するため、文化振興における市の課題に対する重点的な取組
事項を定め、その実施時期や数値目標を明らかにした実行計画と
して「文化振興アクションプラン」を策定しました。
今後は、このビジョンに沿って事業を進め、少子高齢化が進む

佐渡の文化等を取り巻く状況や国や県などの動向を踏まえ、見直
しながら取組んでいきます。

▲楽しく学ぶ、教室の様子



佐渡文化財団の活動、和楽器貸出、通信販売など詳しくはコチラから

佐渡文化財団では、研究・調査、文化・芸能の普及活動等をご支援いただける

賛助会員を募集しています。賛助会員には特典として、ニュースレターの送付を

はじめ、メール等での情報提供を行っています。会費は個人１口2,000円、団体・法人１口5,000円で

す。何口でも、お申し込みいただけます。ご賛同いただける方のご支援をお願いいたします。

佐渡の文化・芸能を支援する、賛助会員を募集しています!！

市内民謡団体と首都圏の団体が意見交換

1月18日(水)、「佐渡・首都圏文化団体意見交換会」を東京新潟
県人会館で行いました。
これは当財団が初めて主催したもので、会員減少・担い手不足と
いった共通の悩みを持つ佐渡と首都圏の民謡団体が今後の取組
について意見を交わしました。 参加したのは、佐渡から「なぎさ
会」「愛好会」「金子芳延会」、首都圏から「若波会」「朱鷺おけさ会」
の５団体です。
最初に各団体の活動を報告した後、高校生が卒業した後でも空
白期間なく大学から就職後まで佐渡民謡を続けていくための仕組
みについてどうしたら良いか話し合いました。佐渡や首都圏で活動
している団体の情報をもっともっと若い世代に発信していくことが
必要だということが確認されました。この他、お互いの活動や課題
などについて出席者が意見を交わし会議は終わりました。
この意見交換会の後、3月1日に島内の高等学校を卒業した約
350名の卒業生に、佐渡市内・新潟・首都圏で参加できる団体紹介
資料を配布しました。
高校を卒業した学生の中で、興味ある民謡などの芸能に大学等
の在学中も触れ続け、また佐渡に戻って来た時には
郷土の活動団体に加入していくような循環の仕組みが
構築されていくように取り組んでいきます。
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